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Ⅰはじめに 

1.研究の背景 
高度経済成長期 

大企業が全国にわたり支社・支店を置くようになる 

 

 

 

森川(1994)によると、こうした企業の発展が都市間の結合関係を強め
都市システムを発展させた 

 

＊都市システム＝ある都市の経済活動、職業構造、所得、人口などの
変化が相互依存関係を通して他の都市に影響を与える国あるいは地域
の都市の集合 
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経済的観点から 
磯田(2003) 国内の人口移動から都市の階層性を調査 

森川(1993) 大型小売店の立地展開から都市間の結合関係、階層性を調査 

文化的観点から 
阿部(1992) 来日アーチストの公演日程から都市を比較 

 

階層関係階層関係は都市規模に大きく影響されていることは都市規模に大きく影響されていること  

結合関係結合関係においては大都市とその周辺との関係があることにおいては大都市とその周辺との関係があること  

が明らかにが明らかになることなることが多いが多い  

⇒⇒プロスポーツプロスポーツ((文化的視点文化的視点))においてもにおいても  

同様の都市間関係が見られるのではない同様の都市間関係が見られるのではないかか  

従来の人口規模に大きく依存する階層関係従来の人口規模に大きく依存する階層関係では地方クラブは下では地方クラブは下
位位に位置すると考えられるが、その中でも中核市という規模のに位置すると考えられるが、その中でも中核市という規模の
都市を中心に活動するクラブ都市を中心に活動するクラブ((カターレカターレ))は階層のどこに位置すは階層のどこに位置す
るのかるのか  

都市システム研究 
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2.研究の目的と方法 
 
研究目的 
都市システムを通してJリーグを見て 
都市間の階層関係及び結合関係を明らかにする 
その上で、リーグ全体の中での富山県・カターレ富山の位
置づけを明らかにする 
 
階層関係を考える指標 
「HGの平均入場者数」 
階層関係及び結合関係を考える指標 
「選手の出身都道府県」 
結合関係を考える指標 
「スポンサー企業の立地」 
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3.Jリーグ概要 
(1)Jリーグ概要 

・1991年に創設され10クラブが加盟 

・2014年度シーズンは36都道府県に本拠地を置く51クラブが加盟(1
部:18,2部:22,3部:11)→今回の研究対象は1部,2部の40クラブ(図1) 

 

(2)ホームタウン活動概要 

・「Jクラブはそれぞれのホームタウンにおいて、地域社会と一体と
なったクラブづくりを行い、サッカーをはじめとするスポーツの普及
および振興に努めなければならない」ｂｙ Jリーグ規約 

・対象は主に地域社会、子供、スポンサー･行政、ファン 

・各クラブのHT活動回数(図2) 

カターレ富山公式HPより引用 
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図1 

研究対象クラブ 
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図2 

各クラブHT活動回数       
(Jリーグホームタウン白
書より筆者作成) 
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図3 クラブ所在都道府県人口のクラブ順位散布図 

Ⅱ都市システムから見たJリーグ 

図4 HG平均入場者数のクラブ順位散布図 

1.HGの平均入場者数 
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2.選手の出身地 

 

都市間の階層関係 

・都市規模に応じた階層関係 

しかし、静岡県、熊本県など都市規模に比
べ上位に位置する地域もある 図5 各都道府県出身選手数 

図6 出身選手数の都市順位散布図 
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・都市規模とは全く異なる階層関係 

九州地方が目立って上位に位置する 

図7 百万人当たり各都道府県出身人数 

図8 百万人当たり出身選手数の都市順位散布図 
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都市間の結合関係 

図9 東京圏10クラブの選手出身地 図10 大阪圏4クラブの選手出身地 
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・3つの図から言えること 

近隣の都市出身の選手を多く抱
えている 

 

・全体の傾向として言えること 

同じ都市出身の選手を多く抱え
ている 

 

クラブ所在都道府県と同じ都市
内もしくは近隣の都市との結合
関係が見られる傾向にあった 

 
図11 名古屋圏1クラブの選手出身地  
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3.スポンサー企業の立地 

 

クラブの営業収益の大半を占め
るのが広告料収益 

 

 

 

広告料の中で大きなものは 

ユニフォーム(胸) 

ユニフォーム(背中)のスポン
サーである 

http://blog.taiyosp.co.jp/trip/000024_list.htmlより引用 
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注) スポンサーの所在地は所在する
都道府県庁所在地の位置に記述した。
スポンサーの記号でクラブ所在地が
隠れており、結合関係を表す実線が
伸びていない場合は同都道府県の企
業がスポンサーということを表す。 

 

図12 ユニフォームスポンサー(胸)
本社所在地とクラブ間の結合関係 
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図13 ユニフォームスポンサー(背中)
本社所在地とクラブ間の結合関係 
 
注)図12に同じ 
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・クラブ所在地と 

①東京都 

②同都道府県 

③近隣の大都市 

との結合関係がある 

 

・クラブ所在地域と関連のある東京
本社企業をスポンサーにしているク
ラブも存在する 

 

 

 

 

・ユニフォーム(胸)スポンサーをク

ラブ所在都道府県の企業にしている
クラブの割合は、 

ユニフォーム(背中)スポンサーをク
ラブ所在都道府県の企業にしている
クラブの割合より大きい 

⇒地域密着を謳うリーグの方針に
沿った考え方がうかがえる 

 
 

スポンサー企業の立地から見える都市間の結合関係
として言えることは以下の三点である 
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Ⅲ都市システムから見た 

        富山地域・カターレ富山  

1.概要 

(1)富山地域・カターレ富山概要 

 

・ホームスタジアムが立地する
(図14)富山市は国から中核市の
指定を受けている 

・ホームタウンは富山県全域 

・2007年にYKKAPと北陸電力の
サッカー部が合併し誕生 

・2009年から2014年までJ2に所
属 

図14 カターレ富山のホームスタジアム位置 
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(2)カターレ富山のHT活動 

 

・リーグに加盟した2009年には5市町村でしか活動を行っていなかっ
たが、2013年には上市町を除く全市町村で活動を行った(図15,16) 

 

 

図15 2009年度にカターレがHT活動を行った地域 
(カターレ富山資料より筆者作成) 

図16 2013年度にカターレがHT活動を行った地域 
(カターレ富山資料より筆者作成) 
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2.富山地域・カターレ富山につ
いての考察 

・都市規模の階層で考えると図2
からわかるとおり下位に属する 
 

HGの平均入場者数 
 

全クラブのうち下から5番目の集客 

 

富山出身選手数・カターレ富山
の選手出身地 
 

全都道府県のなかでは30番目の順位 

全クラブ所在都道府県(32都道府県)
の中では下から4番目 

⇒カターレ富山の下部組織が2009年
から開始したのでまた成果が出てい
ない可能性 

 

都市間の結合関係としては 

東京圏との結合の他に北海道との関
係が強く見られた(図17) 

図17 カターレ富山全選手出身地 
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都市間の結合関係 
⇒ある都市と 

東京、近隣の大都市との関係 

 

 

都市間の階層関係 
⇒都市規模に左右されない階層
関係 

Ex]HG平均入場者での新潟、鹿島 

出身選手数での静岡県、熊本県 

 

 

Ⅳおわりに(まとめ) 

・ムーブメント 

・長期的に育成に取り組む 

・辛抱強くPRを行う 
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Ⅳおわりに(研究の限界) 

本研究では以上の視点が不足し
ているため、その点を今後の課
題としたい 

 

Jリーグを通して都市の関係性を
見てきたが、 

・クラブに所属する選手は外国
籍の選手もいるということを配
慮していない 

 

選手の出身地から都市の階層関
係を見たが、 

・選手の所属クラブは一時的な
ものであり、選手のプロとして
のキャリアをたどることでより
複雑なクラブ間(都市間)の階層
性が見えてくるのではないか 
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